
風力発電を題材にした教材開発と探究活動の実践

山下雅文

風力発電を題材にした実験教材を開発し，研究開発に伴い中学校 3年に設定した新科目「地球科学と資

源・エネルギー」における探究活動として実践した。この教材では，条件によっては再現性の課題があ

るが，羽根の形や長さなどの条件制御をして生徒が創意工夫を生かせる実験となった。また，探究活動

を通して，生徒自身の科学的・ 論理的思考力や創造性が育っているようすが見られるとともに，科学的

探究に対しての興味• 関心が高まっていることがわかった。

1 . 新科目「地球科学と資源・エネルギー」

資源・エネルギー領域の概要
広島大学附属福山中・高等学校では，文部科学省研究

開発学校の指定を受け，平成24年度より，開発課題「持

続可能な社会の構築をめざしてクリティカルシンキング

を育成する，新教科「現代への視座」を柱にしたすべて

の教科で取り組む中等教育教育課程の研究開発」に取

り組んでいる！）。新教科「現代への視座」として中学校

3年に設定した「地球科学と資源・ エネルギー」は，地

球科学領域と資源・エネルギー領域の 2つからなり，地

球科学領域では，総合的な視点や防災教育の基礎を養う。

一方，資源・エネルギー領域では，資源・エネルギーに

ついて複眼的かつ批判的に分析・考察を行い，持続可能

な社会に向けての課題を見いだし，その解決に向けての

方策を考えていく基礎的能カ・態度の育成をねらいとし

ている。

資源・エネルギー領域での教材のエ夫として，以下の

2点が挙げられる。

①資源・エネルギーに関連した現代社会の課題を考える

ために必要な科学的基礎知識を扱うとともに，科学技

術の発展に伴って，社会がどのように変わってきたの

か（科学技術の有用性と課題）や，資源・ エネルギー

の日本の現状（多くを輸入に頼っており，エネルギー

の自給率4%), 省エネルギーを進めるために必要な

方策（エコポイント制や，民生分野トップランナー制

度，再生可能エネルギー固定価格買取制度など）を題

材にして，データ（科学的証拠）に基づき課題を発見

し身近な生活や未来を考える ESD教材・単元を開発

• 実践する。

②社会科学的視点の育成に向けては，社会科との連携を

行い，新エネルギーやリサイクルが産業として成立し

て行くにはどのようなことが必要かについて考える単

元を取り入れた。

これらの教材の工夫により，理科的内容にベースを置

きながら，多面的・総合的に資源・エネルギーを考える

科目としての構成ができたと考える。年間計画などの詳

細については，参考文献 1)広島大学附属福山中・ 裔等

学校研究開発学校報告書を参照されたい。

2. 「つながり」を感じる探究活動
持続可能な社会の構築をめざした能カ・態度の育成

において，「教材のつながり」に加えて，「人のつながり」，

「能力・ 態度のつながり」を生徒自身が授業を通して実

感することが重要である 2)。そのため，平成25年は「こ

れらのつながりを授業で感じること」を目標に，生徒が

協力して主体的に取り組む探究活動となるような風力発

電を題材とした実験教材を開発し，試行的に実践した。

(1)実験の概要

①発電機=XiKIT (サイキット）社製夢風車2

ペットボトルで作った風車で大きな起電力を発生さ

せ， LEDを灯らせることができる発電機であるが，

内部抵抗が大きくなっている（約5000)。そこで，

発電量を測定する実験では，同一起電力で外部での

消費電力が最大となるよう，接続する抵抗の抵抗値

を5100とした。つまり，この抵抗を接続したとき，

起電力が一定のままと仮定すると，テスターで測定

1 
されるの電圧は，抵抗のないときの約ーとなる。

2 

②自作のプロペラをつける工夫

• ペットボトルの先端部分に発泡スチロール球（直

径5cm) をホットボンドでつけ，回転軸とする。

• 羽根はプラスティック下敷きを切り取って作成

し，クリップをのばして作った金具をホットボンド

でつけスチロール球に指す。

• これを夢風車に取り付け風車とする。

• 羽根が回転により飛ぶ場合は，セロテープで羽根

を球に固定し補強する。

③その他の条件

測定条件・・サーキュレーター（強，プロペラと風

車までの距離40cm, 風速約3.Om/ s) 

測定量・・・外部抵抗なしでテスターで電圧測定

（回転数を測定することになる）

- 187 -












